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東京丸の内ロータリークラブ 

 

第４５回 例会議事録 

 

卓話：鈴木隆雄様（地区研修副リーダー） 

 

２０２０年２月５日(水) 

 

会場 センチュリーコート丸の内 

    コンパートメント・ルーム 

① プログラム 

◆ 司会進行      今井菜美子 副幹事 
◆ 開会点鐘      尾崎由比子 会長 
◆ ４つのテスト    鷲澤充代 会員 
◆ ゲスト･ビジター紹介 玉木仁 専任副会長 
 〇ゲスト 
 ・寿原裕美子様 宝田・寿原会計事務所  
   代表税理士 
 〇ビジターの皆様 
 ・鈴木隆雄様 地区研修副リーダー、 

東京江東 RC 
  ・松本正 様  東京神田 RC 
 
◆ ニコニコ報告    鷲澤充代会員 
 ・藪口真太郎会員 
 

② 会長報告   尾崎会長 

1 地区クラブ奉仕委員会セミナー報告 
昨日は地区クラブ奉仕委員会セミナーでした。

嘉納会員にご出席いただき、皆様で考えました東
京丸の内 RC のキャッチコピー（「多様性と未来の
東京丸の内ロータリークラブ」）を発表していただ
きました。 

 
２ オーストラリア森林火災への寄附金について 
先日無事オーストラリアシドニー北部にあるノ

ースブリッジ RC に向けて、寄附金の送金（1,500
豪ドル）を完了いたしました。公開用 Facebook に
もこの件を掲載したいと思います。 

 
３ 首里城火災への支援金について 
地区から首里城火災に宛てての支援金のお願い

がありましたが、東京丸の内 RCからは、一人当た
り１万円、合計８万円のご協力を決定し、過日振込
みも完了いたしました。昨日、新本ガバナーからお
話があり、首里城への寄付については、２５８０地
区と他地区を合わせて、すでに 2,000 万円以上が集
まっており、那覇市長に贈呈する予定とのことで
した。 

 
４ 米山奨学生の受け入れに関して 
昨年 12月に朴元会長のところに依頼があったも

のの、引継ぎがなかったため、このたび理事会で話
し合いました。その結果、今の丸の内ではお受けで
きる状況にないということで、丁重にお断りさせ
ていただきました。 

 
５ 丸の内の備品の行方について 
朴元会長のところにお預かり頂いていた加盟認

証状やたすきなど丸の内の備品につきまして、返
還を求めておりましたところ、本日たすきについ
ては事務局に返却されました。朴元会長によりま
すと、「RI 加盟認証状は去年の 6 月末の例会時に会
場に置いてきた」ということです。当然のことなが
ら、センチュリーコートの方でもそのような預か
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り物はないそうですし、他の会員は誰も目撃して
おりません。ということで、残念ながら現在認証状
は紛失状態です。朴元会長が保管していたことは
確かですので、引き続き返却を求めて参ります。 

 
６ 手続要覧について 
本日２０１９年手続要覧をお配りしました。冊

子の内容自体はネットで閲覧できますが、私共ク
ラブは早急に細則の変更をする必要があるため、
皆様お手元にお持ち頂きたいという趣旨で、会員
人数分を購入させて頂きました。この冊子の最初
の部分にロータリーの基本理念や目的が載ってお
りますので、そちらに関しても、ロータリーの会員
として皆様にぜひ今一度お目通し頂きたいと思い
ます。今後のクラブ細則変更のためには、標準ロー
タリークラブ定款と推奨ロータリークラブ細則を、
ぜひともご参照くださいませ。 
 
７ ２月お誕生日お祝い 
鷲澤充代会員（15 日） 
「このような素敵なプレゼントを頂戴しまして

ありがとうございます。もうすぐ入会して１年に
なりますが、まだまだロータリーのことがよくわ
かっておりません。皆さんのご指導の下、ロータリ
アンとして恥ずかしくない人間になりたいと思っ
て お り ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 」

 

③ 幹事報告 今井副幹事 

１ 例会の出欠連絡について 
メールでお知らせしました通り、「伝助」のサイ

トを使って登録して頂く形となります。先々の皆
様の予定がわかりますと、例会の予定も立てやす
くなりますので、よろしくお願いします。 
 
２ 地区のセミナー報告 
・地区職業奉仕セミナー（1月 24日、鷲澤会員）：
初めて参加いたしましたが、当日の研修講師の
先生は船橋屋８代目社長の渡辺雅司様でした。
先代から老舗の会社を引き継いで 15年になるそ
うですが、昔ながらの企業の体質の中に現代と
はマッチしないものがあり、会社の組織改革を
「鬼のような形相で」やって来られたそうです。
渡邉様が引き継いでから、昔ながらの職人さん
の８割近くが辞めていかれた。そんな激動の末
に、今は業績もよく、毎年 17,000 人が採用試験
に来られる人気企業になられたそうです。組織
変革に成功なさったのだなあという感想を持ち
ました。今後は、乳酸菌などの研究開発に力を入
れていかれるそうです。マネジメントの本もお
書きになっているそうですので、ご興味のある
方はぜひお読みになるとよいと思います。 

 
・地区ロータリー財団セミナー（1 月２９日、玉木
専任副会長兼ロータリー財団委員長）： ロータ
リー財団のセミナーに参加しました。ロータリ
ー財団ではポリオ撲滅が重大事項です。一時撲
滅かと思われましたが、このところぶり返して
きたので、再度力を入れるそうです。マイクロソ
フトのビル・ゲイツ会長も財団を支持してくれ
ているそうです。補助金については、ぜひ活用し
てください、とのことです。 
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（尾崎会長より）地区補助金は結構皆さん使われ
るが、グローバル補助金に関してはご理解が進
んでいないのではないか、とのことから、ご説明
がありました。次年度も一人あたり 230 ドルの
寄付をお願いしたいということでしたが、丸の
内 RC としては 240 ドルを維持したいと思いま
す。 

 
３ 地区研修協議会について 

来る４月 21 日（火）には地区研修協議会が開
催されます。次期委員長は全員出席ですので、皆
様ご予定ください。 

④ 出席報告 鷲澤会員 

会員数 8 名 ゲスト 1 名 
出席数 5 名 ビジター 2 名 
欠席数 3 名 出席率 63％ 

 
※ 歓談の中で、今年度のロータリー財団プロジ
ェクト（サイレントフット〈障害のある子供のサッ
カー観戦〉）の現状について、青少年委員長の藪口
会員からの説明があり、話し合いが行われた。 
・２０１８年にクラブとして参加したサイレント
フット チャレンジドマッチについて知る人や担
当者、会長・幹事が次々に退会してしまい、暗礁に
乗り上げた形になっている。 
・サイレントフットの担当者（佐藤氏）と今一度連
絡を取り合って、先方の希望を聞き、クラブとして
何が出来るかを改めて検討することとする。 
 
 
 

⑤ 卓話・研修 鈴木隆雄様     

地区研修副リーダー・東京江東 RC     

「ロータリーの歴史」 

前回は「ロータリーの概要」として、全世界で会
員が 120 万人、日本では８万 9 千人、クラブの数
は世界で 3 万 5 千、日本では 2,200 くらいという
ようなお話をしました。まず、ロータリーには「ど
ういうお友達がいるのか？」というところから入
ったわけです。 
 本日はロータリーの歴史について、第３回目は
職業奉仕、社会奉仕についての話をしようと思い
ます。特に今日お配りした資料の１ページ目は重
要です。 
 1905 年（明治 38 年）、２月 23 日がロータリー
クラブの誕生日です。ガスターバス・ローア（鉱山
技師）の事務所に最初４人（ポール・ハリス、ロー
ア、ショーレック、シール）が集まりました。一説
には、その脇にポール・ハリスの弟さんがいて、そ
の人がライオンズを作った、という人もいます。た
だ、その時の写真には４人しか写っていません。ポ
ール・ハリスが仲間同士の友情を深めるために、会
合を提案しました。第５回目の会合で「Rotary Club」
という名前が決まりました。この頃から、①会員は
経営者に限る、②会場はホテルにする、③昼食会を
兼ねた会合にする、④週１回開催する、などが決ま
りました。 
ポール・ハリス著「My Road to Rotary」（成田 RC
柴田實会員翻訳）では、ロータリーをなぜ始めた
かについて書かれております。「弁護士事務所を
始めて、お客さんとの関係はあったものの、本当
に信頼関係があったかどうかは、わからない」、
「仕事だけの関係はあるが、プライベートではな
かった」、「シカゴには人がたくさんいるが（その
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当時の写真を見ると、ラッシュ時の新宿駅のよう
です）、殺伐とした関係しかなかった」。以上のこ
とから、みんなで仲良くする人の集まりがあると
良いと思った、ということです。自分の事務所か
ら外に出ても「やあ！」と言えるようになりたい、
とポール・ハリスは思ったのだと思います。「様々
な職業から一人ずつ人を集めて、親睦関係を作ろ
うと思った」とあります。最初から「一業種一会
員」と思っていたかどうかはわかりませんが、最
初はとにかく拡大が最大の目的だったのです。３
年目の会長の時に、①シカゴクラブを大きくする
（当時は 300 人、一時 800 人の会員がいたが、今
は 50～60 人程度）、②この運動を他の都市にも広
げる（２番目のクラブはサンフランシスコ）、③社
会奉仕を強化する、という抱負を持ちました。ポ
ール・ハリスは弁護士を開業する前に 5 年間放浪
生活をしていたことがあり、この時の友人が各所
にいたことが役立ちました。 
ポール・ハリスと米山梅吉は同い年に生まれて
いますが、1906 年（明治 39年）はふたりにとっ
て数えで 39 歳。この年 1 月に２条（相互扶助と
クラブ管理）からなる定款が制定されました。そ
の年の 12 月には、「親睦」を明記した上、第 3条
に社会奉仕が追加されます。去年、規定審議会が
シカゴで開催されましたね。この時に、初めての
奉仕活動である公衆トイレの跡を見て来ようと
思って出来ませんでした。どなたか行かれると良
いと思います。 
相互扶助とは、会員にいろいろな職業の人がい
るので、もし何か困ったらその会員に頼む、とい
った意味です。ただ、それに対して、1906 年、ド
ナルド・カーターが、「自分たちの利益にこだわっ
て社会的に何もしない団体に魅力はない」といっ
たことから、ポール・ハリスが社会奉仕に目を向
けるようになったといわれています。 
翌年 1907 年、ポール・ハリスは初めて会長に就
任しました。活動方針を大きく変更し、①会員増
強をする、②他の都市での新クラブ創設の努力を

する、③地域社会での奉仕活動をする、としまし
た。 
1908 年には、アーサー・シェルドンとチェスリ
ー・ぺリーが入会。シェルドンは職業奉仕の考え
方を確立。ぺリーは 30 年くらい事務局を務めま
した。ハリスは拡大の必要性を、シェルドンは奉
仕哲学を展開しましたが、一般会員は互恵・親睦
を主張し、三つ巴の争いになります。結果として、
互恵・親睦派が勝利し、ポール・ハリスは会長を
辞任し、シェルドンは情報拡大委員長を解任され
てしまいました。 
1910 年には最初の国外クラブがカナダのウイニ
ペグに設立されて、国際化が始まります。北・南
アメリカで次々とクラブが創設され、アジアでは
マニラが最初のクラブとなります。日本の参加は
遅く、ウルグアイより後です。白人社会のつなが
りの影響が強いと思います。 
1911 年から「超我の奉仕」、「最もよく奉仕する
者、最も多く報いられる」が公式標語となりまし
た。このように、1905 年からわずか６年間のこと
が、その後ずっと続いているのです。それに比べ
て最近の５０年は特記すべきことがほとんどあ
りません。最初の頃を無視して「今が大事」とは
なかなか言えないだろうと思います。 
あと重要なのは、1917 年、ロータリー財団が始
まったことです。最初は 26 ドルくらい集まった
だけで、しばらく何もしていません。しかし、ポ
ール・ハリスが亡くなったあたりから、多くの資
金が集まるようになり、右肩上がりの活動が出来
るようになりました。  
今日はもう時間ですからここまでにして、次回
までに「ロータリーを作った重要な１０人」を、
この資料を参考にしながら、ご自分で作って頂き
たいと思います。当てたりしませんから大丈夫で
す。例えば、日本人の RI 会長は３人＊いるのです
が、どこかの資料で探してみてください。また、
「4 つのテスト」は誰が作ったのでしょうか**。
そのようなことを考えた人がいて、それを基に今
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日のロータリーがあるわけですから、そのような
ことを皆さん考えてみてください。では、今日は
ここで終わります。 
 
＊東ヶ崎潔（とうがさききよし）1968 年 東
京 RC 
 向笠廣次（むかさひろじ）1982 年 中津 RC 
 田中作次（たなかさくじ）2012 年 八潮 RC 
** ハーバート・テーラー（シカゴ、1954 年
ロータリー50 周年の時の RI 会長）が 1932
年（世界大恐慌時）に商取引の公正さを測
る尺度として考案した。 

 
 
◆ 今井副幹事より連絡 
 懇親会の日程調整を伝助のサイトで行っ
ておりますので、ご協力ください。 

 
◆ 事務局より連絡 
① 本日、ロータリー財団と米山奨学会に個人
名で寄付をされた方に、領収書をお渡ししま
した。確定申告で使用できますので、大切に扱
ってください。 

② 2020-21 年度版ロータリー手帳の予約が始
まりました。ご希望の方は事務局まで。 

 
◆ 閉会点鐘（尾崎会長） 
鈴木研修副リーダー、本日の卓話をありがう 
ございました。 
お話を伺いながら、ポール・ハリスが何もない
ところからロータリークラブを創設し、最終
的には奉仕活動をするという事がクラブの存
続を決めている、という点、まだ創立して間も
ない私達に訴えるところがありました。やは
り奉仕活動を通じて、クラブが一致団結する
のが良いと思いました。これからは、皆様から
アイデアを頂きつつ、奉仕活動を進めていき
たいと思いました。 

 今後の予定  

  
以 上 

2月 11～13日 地区大会（沖縄） 

2月 19日 

第 46回 例会 

卓話 赤十字国際委員会 

駐日事務所広報官 真壁仁美様 

3月 4日 

第 47回 例会 

卓話 神奈川県 政策研究担当局

長 竹本治様 

3月 18日 

第 48回 例会 

卓話 早稲田大学大学院 日本語

教育研究科 教授 小林ミナ様 

4月 8日 

第 49回 例会 

地区公共イメージ向上委員会 

委員長 中島弘人様 

（東京ワセダ RC） 

4月 21日 地区研修協議会 

4月 22日 

第５０回 例

会 

Guest Welcome Day 


